
Ｘ歳以上は実務経験がないと二段階目が受けられない

一段階目
合格

二段階目 ３年間の
｢実務経験｣あり

３年間の
｢実務経験｣あり

科目ＣとＤ
合格

(Ｘ＋３)歳

【学生等の場合の例】

合格

(Ｘ－１)歳

科目ＡとＢは合格
科目ＣとＤは不合格

（注）「実務経験」とは、会計分野又は監査分野の実務経験

３年間の
｢実務経験｣あり

｢実務経験｣なし
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合格
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二段階目
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(Ｘ＋10)歳

３年間の
｢実務経験｣あり
（社内異動又は
転職が必要）

年齢制限なし 年齢制限なし

Ｘ歳

（注）「実務経験」とは、
会計分野又は監査分野の実務経験 一定期間（例えば10年間）の間に

科目別に合格すれば良い

３年間の実務経験を終了した以降、
(Ｘ＋10)歳までに科目別に合格すれば良い

就職していても、(注)の要件の
「実務経験」を満たしていない者

一定期間（例えば、一段階目
合格から10年間）、一段階目
合格と二段階目科目ＡとＢの
合格の権利を保有

【社会人の場合の例】
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案２ 一段階目に合格した翌々年以降は、
実務経験がないと二段階目が受けられない

一段階目
合格

当年

【学生等の場合の例】

翌年

３年間の
｢実務経験｣あり

科目ＡとＢは合格
科目ＣとＤは不合格

科目ＣとＤ
合格

翌年

二段階目

合格

（注）「実務経験」とは、会計分野又は監査分野の実務経験高齢合格では
就職できないリスク

一段階目合格と
二段階目科目ＡとＢの
合格の権利を放棄

｢実務経験｣なし
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いつでも良い

（注２）不合格の場合には、①一段階目合格の権利を放棄して、再度、一段階目からの受験も可能、
②社内異動又は転職して、一段階目合格から一定期間（例えば10年間）の間に
科目別合格も可能

一定期間（例えば10年間）の間に
科目別に合格すれば良い

（注１）「実務経験」とは、
会計分野又は監査分野の実務経験

就職していても、(注１)の要件の
「実務経験」を満たしていない者

３年間の
｢実務経験｣あり
（社内異動又は
転職が必要）

二段階目

二段階目

合格

選択肢①

３年間の
｢実務経験｣あり
（社内異動又は
転職が必要）

二段階目

合格

選択肢②

【社会人の場合の例】

一定期間（例えば、一段階
目合格から10年間）、一段
階目合格と二段階目科目Ａ
とＢの合格の権利を保有

(注２)

(注２)②の間に科目別に
合格すれば良い

二段階目

不合格

不合格

３年間の
｢実務経験｣あり

３年間の
｢実務経験｣あり


